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 〒０３３－００４１ 三沢市大町２－２－１０ 

 Tel＆FAX：０１７６－５２－６３１７ 

 HP アドレス：http://aomori-growth.com/ 

 代 表 者：代表取締役 須藤 勝利 

 創   業：平成２３年４月 

 従 業 員：７名（うち障害者１名） 

 本事業で雇用した障害者数：１名 

 事業内容：青森県産ごぼうを使用したごぼう茶の製造・販売 

 障害者の業務内容：ごぼう茶の製造に係る業務全般 

 

 

 

 

 

 株式会社Growthは三沢市の大町商店街に製造

工場兼事務所を構え、ごぼう茶の製造・販売を行

っています。オシャレな T シャツが看板代わり。

一見アパレル店かのような佇まいですが、店舗に

近づくにつれごぼうの香ばしい香りが漂ってき

ます。事業所の代表は、製品の原料や製造過程へ

こだわりを持ち、また、地域社会の活性化を願う

代表取締役の須藤さん。本事業により雇用した障

害者の勤務状況などについてのお話をうかがっ

て参りました。 

 

 

Q 障害者を雇用したきっかけ、理由は？ 

須藤さん 私たちの世代は就職氷河期と言われ、

働きたくても働けないことのつらさを体験しまし

た。そしてこの事業を始める前から、報道やいろい

ろな方と接している中で、働きたくても雇用の場が

ない障害者の方がたくさんいらっしゃるというこ

とを知りました。自分の体験したつらさと相まって、

「そういう方々の働く場を作り出したい」と思い雇

用を考えました。障害があるためにできないことが

あるとしてもそれはしょうがない。でも、できる 

ことができればいい、そのできることを仕事としていただきたいと私は思っています。 

また、障害を持つことにより自分自身に自信を持てない障害者の方がいらっしゃると聞き

（須藤代表取締役：写真中央） 

（店舗正面） 
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ます。しかし、雇用の場を得ることにより社会との繋がりを深め、そして働くことで社会へ

の貢献をすることにより、自分に自信を持っていただけるのではないかと考えたことも理由

の一つです。 

 

Q では創業当初から障害者の雇用も考えていた

のですか？ 

須藤さん はい、そうです。弊社は平成２３年４

月からの創業ですが、地域社会の活性化を考え、工

場は商店街の空き店舗にしようと思いました。その

中でも今の工場は、高低差がある所でも段差がなく

スロープになっています。障害者を雇用することも

考えていたのでそれが今の工場を決める要因の一

つとなりました。 

 

Q 今回雇用された障害者の五日市さんの仕事振りなどはいかがでしょうか？ 

須藤さん 製品製造に係る工程の全てを任せられるほど、非常に重要な戦力となっていま

す。また、積極的に周りの従業員に話しかけたり、よく話を聞いたり、職場の雰囲気を和ま

せたりしてくれる点も非常に大きいです。障害者を雇用することはもっと大変なものだと思

っていましたが、もはやいないと困る大事な人材です。 

 

Q 障害者を雇用する上で心がけている部分や受

けた支援を教えてください。 

須藤さん 五日市さんは市内にある障害者就労ト

ライアルセンターボイスの利用者で、当初はそこ

から実習という形で来ていただいていました。実

習は１日２時間でしたが、ボイスからは実習時間

の前後にメンタルヘルスケアなどを行っていただ

きました。他には障害の特性について教えていた

だき、「できること」、「できないこと」についての

説明を受けました。 

 また、心がけている点としては、「できるであろうことができなかった時」に間を空けて

みたり、長い目で見ることにより、障害者自身にできることを「できない」と思わせないこ

とです。 

 

Q 事業の近況はいかがですか。 

須藤さん 弊社は生産量日本一を誇り、安全安心な青森県産ごぼうを原料１００％として

います。また、独自の製法により焙煎するなど、お客様においしく飲んでいただくための工

夫を行なっています。おかげ様で、県の内外、大口小口を問わずご注文やお問い合わせをい

ただき、さらにリピーター様からのご注文もいただいています。売り上げも年度当初の計画

を上回るほどで、これからも雇用の維持をしていきたいと考えています。 

 

（スロープ写真） 

※高低差があっても 

 段差はなし。 

（障害者就労トライアルセンターボイス） 



                     ※今年はごぼうの当たり年で、おいしいご 

                      ぼうがたくさん収穫されているそうです。 

                      （株）Growth は大きさ、形の規格外品を 

                      主に使用していますが、ごぼうのおいしさ 

                      は規格品と変わりません。須藤さんは今年 

                      のごぼう茶の出来に、非常に期待していま 

                      した。 

 

Q 最後に障害者雇用に対してのご意見をお願いします。 

須藤さん 県内の事業主の皆様で障害者の雇用をお考えの方は、まず実習を受け入れてみ

てはいかがでしょうかと思います。実際の現場で一生懸命に働く障害者の方をご覧になるこ

とは、雇用する側としても得られるもの、感じられるものが多いと思います。 

 

 

 

 

 ここからは（株）Growth で働いている五日市さ

んにお話をうかがっていきたいと思います。 

お 名 前：五日市 孝徳 

障害種別：下肢障害、聴覚障害 

 勤務日数：月２０日 

 勤務時間：９時～１６時（うち休憩１時間） 

 通勤方法：自らの運転で自家用車使用 

 

Q 五日市さんの業務内容を教えてください。 

五日市さん ごぼうのささがき（カット）、乾燥、

焙煎、製品のパック詰めなどです。 

 

Q 仕事についての感想などをお願いします。 

五日市さん 自分の手で作った商品が全国に広ま

っていくのがとても嬉しいです。 

 

Q 仕事をしていく上で気を付けていることはあ

りますか？ 

五日市さん 怪我をしないことと体調管理に気を

付けています。仕事に穴を空けないようにしていま

す。 

 

Q 休日はどのように過ごされていますか？ 

五日市さん ドライブなどをしています。たまに遠出することもあります。 

 

（ごぼうをカットする五日市さん） 

（商品開発部 製造担当：五日市 孝徳さん） 

（製品パッケージ） 



担当後記 

 今回、五日市さんとお話をして驚いたことが多々ありました。まずお名前をうかがった

ときに名刺をいただけたことです。五日市さんは８月からの雇用で、お邪魔したときは３ヶ

月ほどしか経っていないときでした。また、お写真を撮らせていただくときに自分でネーム

プレートがよく見えるように直したこと、そして仕事について述べられた感想のこと。これ

らのことは率直に、「自分はこの会社の一員であり、そのことに誇りを持っている」という

ように感じました。また、会社側も五日市さんを大切な従業員と思い、とても大切にしてい

ることも同時に感じました。 

 （株）Growth はできたばかりの企業で、製造行程など改善・改良を重ねる日々だそうで

す。五日市さんも含め Growth という企業名のとおり、みんなで成長していこうというエネ

ルギーを感じました。 

 ※五日市さんは１０月から事業所の HP でのブログにも参加しています。興味のある方

は是非ご覧ください。＜http://aomori-growth.com/blog/＞ 

 

 

 


